
 
 

１．調査事項の変更に伴う見直し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２．その他の見直し 

①国際比較などの観点から、新たな年齢区分を追加【別添４】 

②ニーズを踏まえた結果表の見直し（利用状況に基づく結果表の統廃合など）【別添５】 

 
 
①慢性的な健康問題の有無及びそれに
よる日常生活への支障の有無・程度
に関する調査事項の追加 

 
②介護を受けている人に関する調査事
項の追加・見直し 

調査事項の主な見直し 

①スマートフォン・パソコンなどの使
用に関する調査事項の見直し 

※使用状況について、３時間単位から 15 分単

位の調査に変更・見直し 

 

②この日の行動の種類の選択肢「在宅
勤務」を「テレワーク」に変更し、
分岐として「在宅勤務」と「それ以
外」を設定 

○その他の結果利用における有用性の
向上に資する選択肢等の見直し 
※行動者率の変化に伴う選択肢の見直し等 

例）過去１年間に行ったスポーツの選択肢に 

「ヨガ」を追加 

令和３年社会生活基本調査 集計の見直しのポイント（案） 

資料２ 

（詳細は第１回研究会資料 2-1参照） 

 
 

集計事項の主な見直し 

○慢性的な健康問題や介護の状況が生活行
動、生活時間に与えている影響を把握【別
添１】 

○選択肢等の見直しに伴い、集計対象、分類
事項を変更して集計 

①スマートフォン・パソコンなどの日常生
活への密着性を把握するため、生活時間
と同様に、15分単位の時間帯区分で集計
【別添２】 

 
②働き方に着目した集計を追加【別添３】 

（詳細は第１回研究会資料 4-1及び 4-2参照） 

 
 

（１）健康上の問題や介護の状況によ
る社会生活への影響の的確な把握 

令和３年調査の狙い 

（２）生活様式の変化に伴う生活時
間等への影響のより的確な把握 

（３）その他、社会経済状況の変化等
に伴う国民の生活時間への影響の
的確な把握 

※集計区分及び集計内容は前回調査と同様に行う【別紙】 


